


病院の概要
開設年月日：1935年11月10日
※ 日本赤十字社北海道支部野付牛療院（診療科6科、病床62床）

※ 1943年1月 北見赤十字病院へ改称

許 可 病 床：524床（一般482床、精神40床、感染2床）
※1996年775床より、2002年695床（精神67削減）、2014年559床（一般121削減)

標 榜 科 目：26科

駐車場台数：400台

2018年度から指定管理制度により隣接する北海道立
北見病院（一般70床）と共に、オホーツク三次医療

圏における総合的な医療機能を確保・充実させるた
め、2病院一体の運営が始まった。

（2025年9月現在）



職 員 現 況 （職員1,301名+派遣・委託239名）

（2025年9月現在、道立北見病院を含む）

医師130名（歯科医師3名、初期臨床研修医19名）
保健師7名、助産師38名、看護師610名、准看護14
名、病棟クラーク14名、看護助手67名
薬剤師29名、臨床検査技師47名、臨床工学技士14
名、診療放射線技師35名、理学療法士23名、作業
療法士13名、言語聴覚士6名
管理栄養士9名、視能訓練士6名、公認心理師4名
歯科衛生士6名、技術員他37名、保育士9名
事務職員183名（医師事務作業補助者50名）



北見赤十字病院 本館

北見赤十字病院 北館

北海道立北見病院

連絡通路連絡通路





勤怠管理に関して

STORK NaVi （テック情報株式会社）

2019年10月から導入



医師の働き方改革推進検討委員会

• 2022年8月に設立（毎月１回開催）

• 構成委員（14名）

内科系副院長（委員長：働き方改革担当）

内科系副院長 医局長（外科系部長）

外科部長 外科系部長 ２名

内科系副部長 ２名 外科系医師

産業医 事務局（人事課）

道立北見病院（院長・部長・事務担当）

• 北海道医療勤務環境改善支援センターの支援



医師の働き方改革推進検討委員会

• 自己研鑽の労働時間該当性の整理

委員会案を診療部長で検討

全医師に伝達 （2022年12月）

2023年1月運用を開始し、適宜改善

チーム医療を推進した結果

全ての診療科でA水準が可能と判断して

2024年4月から運用を開始。



北見赤十字病院・道立北見病院の医師の勤務
時間外における労働時間の取扱いについて
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北見赤十字病院・道立北見病院の医師の勤務時
間外における労働時間の取扱いについて



北見赤十字病院・道立北見病院の医師の勤務
時間外における労働時間の取扱いについて



2024年度および2025年度（9月末日まで）
の現状

• 2024年度

月100時間を超過した脳神経外科医1名に

産業医の面談を実施し、年960時間以内の

A水準をクリア

• 2025年度（9月末まで）

月100時間を超過した外科医２名に産業医

面談を実施し、年960時間以内のA水準をク

リアできる見込み



臨床検査課：働き方改革の取り組み



臨床検査課：働き方改革の取り組み
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臨床検査課：働き方改革の取り組み



臨床検査課：働き方改革の取り組み

業務アンケートの推進



臨床検査課：働き方改革の取り組み



連携推進とハラスメントのない
病院を目指して



オホーツク三次
医療圏広域紋別病院

網走厚生病院

遠軽厚生病院

北見赤十字病院

地域センター病院

【オホーツク中核病院】 地方センター病院

北見赤十字病院

遠紋二次医療圏

北網二次医療圏

医師偏在指標 148.3

医師偏在指標 144.1

北海道平均医師偏在指標
233.8

全国平均医師偏在指標
255.6



• 2024年度の診療報酬改定は、医療従事者が充足してい

る都会と不足している地方に一律の医療提供体制を求

めている。

• 医療従事者の偏在対策が未解決のまま押し進めた内容

で、当医療圏においても解決の糸口が見出せていない。 

• 上記の解決策として取り組んでいる連携推進と、医療

従事者確保に向けた安全な職場環境としてのハラスメ

ントのない病院を目指した経緯に関して報告する。 



北網医療圏将来推人口

208,460

193,299

180,197

166,942

153,668

140,420

127,670

34.5%

36.7%

38.7%
40.3%

43.1%
45.3%

46.5% 高齢者人口割合

55.0％
53.8％
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北網医療圏医療介護需要予測指数



遠紋医療圏将来推計人口

64,902

59,280

53,978

48,929

44,092

39,493

35,158

37.5%
38.8%

40.4%
41.6%

43.6%
45.2%

46.6% 高齢者人口割合
52.6％

52.0％
51.3％

50.4％ 48.5％
46.9％ 45.8％ 生産年齢人口割合



遠紋医療圏医療介護需要予測指数



両二次医療圏とも医師少数区域と指定。

看護師、理学療法士、作業療法士、栄養士も全道
平均を下回っている。

他の地域センター病院では、常勤医の減少と出張
医での対応、医療従事者不足から病棟の休床を余
儀なくされている。

開業医数も少なく、新規開業医の減少ならびに高
齢化による閉院。経営難から倒産、売却譲度する
病院もある。

少子高齢化に伴う医療従事者不足

広大な面積における医療・介護・福祉・行政の連携
を含めた医療提供体制が課題。



患者支援センターによる連携推進
患者中心の医療を

提供するため、
2019年9月に入退院
センターを稼働
薬剤師による

PBPM等、院内の多
職種による組織横断
な取り組み

2022年10月に地
域連携推進を目的に
医療社会事業部の組
織編成を行い患者支
援センターを稼働



（北見赤十字病院・北海道立北見病院 地域連携ネットワーク）

2018.4 二病院一体運営

患者ID,診察券は別々

お互いの電子カルテはみることができない

地域連携も別々に実施

2024.1 電子カルテシステムの統一

患者ID,診察券は共通

お互いの電子カルテをみることができる

（患者情報の一元化）

地域連携も一緒に実施

カルテと連動した地域包括ケアシステム(日赤・道立ネット）の運用開始

北見赤十字病院、道立北見病院の電子カルテと連動

日々の診療データを一括で閲覧が可能

日赤・道立ネットについて

広報誌のマスコット
「ほくちゃん」



北見赤十字病院と道立北見病院
相互に患者

情報、カルテ
情報、検査
データ等を共
有

シームレス
に効率的で質
の高い地域完
結型医療提供
体制構築が可
能



北見赤十字病院・北海道立北見病院地域連携ネットワーク
（通称：日赤・道立ネット）

日赤・道立ネットは利用登録いただいた医療機関が患者さんの同意のもと患者

さんに関連した医療情報を安全なインターネット通信回線を通じて閲覧するこ

とができるシステムです

北見赤十字病院

処方

北海道立北見病院

注射

検体検査結果

放射線・内視鏡等検査結果

検査レポート（放射線・エコー・内視

鏡）

診療情報提供書

看護サマリ

患者基本情報・入退院歴

通常業務で使用しているパソコン（Google Chrome）で、 VPN通信を経由した、データセンターで管理する医療情報を

自院のカルテIDを使って参照いただけます。

医療機関

自院の患者IDで
閲覧可能



地域の医療機関

①患者の同意
を得て
診療録に記載

②患者登録依頼書を
日赤地域連携課へ

FAX送付

③患者登録依頼書をもとに
日赤・道立の該当患者を
連携システムに公開登録

④登録完了の報告を
申込み医療機関へ

FAX返信

⑤日赤・道立
ネットで
情報を閲覧可能

事前に日赤・道立ネッ
ト
導入申込みをして
セットアップを行う
（数週間かかります）

北見赤十字病院 地域連携課
データ公開の流れ

北見赤十字病院・北海道立北見病院地域連携ネットワーク
（通称：日赤・道立ネット）



参照可能診療情報（北見赤十字病院・道立北見病院）

①患者基本情報

②入退院歴

③処方・注射

④検体検査結果

⑤放射線・内視鏡等検査結果

⑥検査レポート（放射線・エコー・内視鏡）

⑦診療情報提供書

⑧看護サマリ

参照対象期間：①～④、⑥～⑧ 開示登録日から半年前
⑤ 開示登録日から1年前

北見赤十字病院・北海道立北見病院地域連携ネットワーク
（通称：日赤・道立ネット）



[訪問看護ステーション]
北見地域訪問看護ステーション
北見西部地域訪問看護ステーション
訪問看護ステーション さくら

[調剤薬局]
ミント調剤薬局

[介護系施設]
介護老人保健施設さくら
居宅介護支援事業所えーる

[医療機関]
オホーツク勤医協北見病院
小林病院
オホーツク海病院
斜里町国民健康保険病院
いわもと循環器クリニック
白川整形外科内科
本間内科医院
愛し野内科クリニック
北見循環器クリニック
みやけ医院
北星記念病院
北海道大学消化器内科
北海道医療センター
クリニックさろま
きよさとクリニック

日赤・道立ネット導入実績 23 施設 開示総数： 2,352 名

（2025.9.2時点）

北海道大学消化器内科

北海道医療センター



日赤・道立ネットは、北見赤十字病院と北海道立北見病院での診療内容や検査結果等

を、かかりつけの医師や訪問看護、介護・福祉・行政関係者と情報共有することで、より

安全で質の高い医療・介護・福祉を提供することを目的としたネットワークシステムで

す

地域医療を支えるのは、医療・介護・福祉・行政との「連携力」

住民・患者さんのメリット

〇医療費負担の軽減

お薬や検査などの重複を避けることにつ

ながります

〇診療情報活用の円滑化

診療情報を共有することで、地元の医療

機関を受診する際に正確な医療情報を活

用できます

○医療と介護の連携円滑化

入院時や退院時、外来受診の情報を生活

を支えてくれる在宅支援担当者が活用でき

ます



2019.06 スマートフォン試験導入

3G終了(2022）に向けて KDDIより提案あり

病院幹部・診療部長 で試験導入

「せっかくなら「アプリ」も導入しよう」

しかし、当初はあまり活用されず、、、

2020.02 COVID-19 北海道初クラスター

感染対策本部で有効に活用、、、とても便利。

2020.10 消化器内科・腫瘍内科 試験導入

医師スタッフ（スマホ）、外来・病棟・内視鏡センター（タブレット）

地域連携課（PC） 医師間・医師-部署関連スタッフで活用を開始。

LINE WORKS 導入の経緯

・ LINE 以外で

・ 使い勝手がいい

・ 安価

・ 国内企業

【選択理由】

の導入に関して



2023.01 消化器内科・腫瘍内科 活用事

例公開

業務改善・ワークシェアを実現 活用方法が注目

LINEWORKS本社より取材を受け、HPにて公開

LINE WORKS 導入～連携協定へ

2023.03 全国WEB講演会で発表

2023.11 地域連携・災害協定に関する相談 開始

平時はもとより災害時にも対応できる地域連携体制

 如何に構築するか！ 「コミュニケーション」の深化が必要！

LINE WORKS社としては

主体が自治体の連携協定の実績はある。全国の病院など医療機関でもLINE WORKSの
利用は進んでいるが、院内利用、あるいは病院と消防など限定的。

『病院主体での「地域との連携」を進める取り組み』はない。一緒にやりましょう。



2025.03.24

LINE WORKS、北見赤十字病院と連携協定を締結

地域の医療機関どうしや介護・福祉施設との情報共有や、災害対応にLINE WORKSを活用

連携協定概要
【目的】
本協定は、LINE WORKS株式会社が提供するコミュニケーションアプリ「LINE WORKS」

を活用し、甲と乙が相互の連携と協働による医療現場のデジタル化の推進、より効果的
で安全な医療サービスの提供に取り組み、患者サービスの向上および地域医療および地
域の活性化に寄与することを目的とする。

【連携事項】
1. 平時及び災害時の医療及び介護・福祉に関すること
2. 平時及び災害時の災害医療提供に関すること
3. 情報発信及び広報に関すること
4. 相談事業に関すること
5. 社会的課題の解決に関すること
6. その他、目的を達成するために必要

な事項



2025.04 連携協定に基づく活動開始

1000アカウント・3年間無償貸与

如何に有効活用するか！

「LINEWORKS活用検討WG」の立ち上げ

・活用マニュアル、運用ガイドラインの作成

・プロジェクト単位で申請を受付し、アカウントを配布

・審査含めて、WGの会議自体も「LINE WORKS」上で行う

・関連資料も「LINE WORKS」フォルダに格納

プロジェクト拡大中

LINE WORKS 連携協定



2025.09.10 活用アカウント数 330

LINE WORKS 連携協定

【院内】 233

・診療部 診療科拡大中

・看護部 管理部門、師長会議、応援業務で活用

・各科外来部門etc.

【他医療機関】 5

・消化器内科・腫瘍内科と北大出張医との連絡調整

・「救急下り搬送」調整への活用・・準備中

・北見医師会と連携し、会員へのアカウント配布・・協議中

【その他関係機関】 92

・道内赤十字病院、北海道支部 災害訓練（8/20.21）で活用

・道内のDMAT担当者との連絡手段としての活用

・オホーツク網走マラソン（9/28）での救護班活動・・使用予定

・斜網地域の災害時対応訓練・・網走保健所と連携し使用準備中

・北見消防と当院救命救急センター間での情報共有・・調整中   etc.



LINE WORKS 連携協定 構想



LINE WORKS 連携協定 構想



LINE WORKS 実用例（2025年9月28日 オホーツク網走マラソン）



多職種協同・業務効率化・地域（医療・介護・福祉・行政）との連携

患者支援センター

日赤・道立ネット

日赤・道立ネット・・二病院の「患者情報」を安全に地域に共有

・・院内/地域との「コミュニケーション」の深化



ハラスメントのない病院を目指した経緯

• 病院組織の主役である職員にとって、安心して働
くことができる職場環境は重要。ハラスメントの
ない病院を目指し、さらには「悪いことはしな
い」という当たり前のコンプライアンスを維持し、
組織としてのガバナンスを強化することも肝要。 

• 当院は以前から、医療人として心身ともに健康で
あること（元気）、チーム医療の推進（仲良く）、
仕事にやりがいを感じ成長を実感できること（楽
しく）を提唱してきたこともあり、2023年度の職
員目標の一つに「元気で仲良く楽しく働くことが
できるハラスメントのない病院」を掲げた。 



ハラスメントのない病院を目指して

• 院長直轄の組織（産業保健管理室）の要綱を見
直し、専任の副室長（看護師）が相談を受ける
体制を院内に再周知、医療安全担当の副院長、
室長（産業医）、事務の担当者と協議後に院長
経由で諮問機関（説諭・懲罰等検討委員会）に
依頼、同委員会による検証・検討後に院長へ上
申する体制とした。

• 院内で幹部職員と検討、懲戒が必要と判断した
場合は赤十字本社へ報告・検討を経て懲戒内容
を決定する。基本的なスタンスとして、懲罰を
前提とするのではなく、気づき・リセットによ
る再出発を支援することを心がけている。 



カスタマーハラスメントに関して
日本赤十字社カスタマーハラスメント基本方針（2025
年3月6日策定）に則り、対応。

【目的】

職員がやりがいを感じ安心して働く環境を構築する
ため、カスタマーハラスメントから職員を守る。

【行為例】

身体的・精神的な攻撃、威圧的な言動、土下座の要
求、拘束的な行動、差別的・性的な言動・・・・・

【対応】

毅然とした対応、注意、警告。状況により警察や外
部専門家と連携し適切に対応。

北見赤十字病院
【対応窓口】

平日の日中
総務課もしくは医事課
時間外、休日
事業課（日当直事務）



おわりに

• 当院の「医師の働き方改革」の現状と臨床検
査課の好事例を報告させていただきました。

• また連携推進とハラスメントのない病院を目
指した経緯に関しても報告いたしました。

• 課題は山積していますが、一歩一歩進めてい
ます。

• ご参考になりましたら幸いです。

ご清聴、ありがとうございました。
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